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島唯一の裁縫屋さん -SewingHiromi-
　浦郷地区の道沿いに、パステルグリーンの縁に「Sewing 
Hiromi」と書かれた看板があります。島唯一の裁縫屋さ
んです。
　オーナーのひろみさんはお店をオープンして今年で約
30 年。地域の方に支えられてここまでこれたといいます。
幼い頃から、ビーズや塗り絵などの細かい作業が好きな子
どもだったそう。中学卒業後、松江の専門学校で裁縫を学
び、島に U ターン。島でゆったりと過ごしながら、大好
きな手芸をしたり、子ども服を手作りしていたそうです。
本人は遊んでいただけと言っていましたが（笑）。
　島では、洋服を取り扱うお店が限られている為、お下が
りをリメイクしたり、気に入ったものをお直しして長く着
る方も多いんだとか。そんなお客様の為に、今日もひろみ
さんはミシンを動かします。「当たり前だけど、ミシンで
作業する時間が一番楽しいよ、好きな音楽を聴きながらや
るともう最高。最近は Kiroro をずっと聴いてる。それに、
難しいお直しが仕上がった時、達成感があるの。誰も褒め
てくれる人はいないから、自分で自分を褒めるんだけどね

（笑）。」笑顔で仕事の楽しさをお話ししてくれました。
　好きなことを仕事にしているひろみさん。特別に聞こえ
ますが、それはひろみさんにとっての日常。仕事に行く
までの近所の方との会話や、休日の過ごし方、最近はまっ
ている歌など、ゆったりとした日常を覗くことができまし
た。何かリメイク、お直ししたい方、是非、お店に遊びに
いってみて下さいね。

吉谷弘美（よしたにひろみ）さん　西ノ島町出身
Sewing Hiromi（ソーイングヒロミ）店長

幼い頃から裁縫が好きで、中学卒業後専門学校で学ぶ

こんにちは、島留学生の吉谷優花です。
新年、あけましておめでとうございます。
皆さん、今年はどんな一年にしたいですか？
西ノ島の人を特集する「Humans of Nishinoshima」
今回は、好きなことを楽しむお二人特集です♪

Blog
記事の続きは
こちらから。

Instagram
町の人の写真は
こちらから。

他の記事も連載中です。「西ノ島町公式note」
で検索してみて下さい♪

西ノ島町公式 note

Humans of Nishinoshima

川井昭二（かわいしょうじ）さん　西ノ島町出身
中学卒業後、商船、まき網漁船で働く
56 歳の時に「山月庵」づくりを始める

楽しくて仕方なかった「山
さんげつあん

月庵」づくり
　市部地区に、手作りのセカンドハウス「山月庵」があり
ます。緑いっぱいの庭をくぐり抜け玄関を開けると、生花
や木で出来たオブジェ、地元の方が連載された新聞の切り
抜きが手作りの額縁に入れられ、丁寧に飾ってあります。
　こちらのお家をつくったのは川井さん。56 歳の時に、
約一年かけて、山月庵を一から、自分ひとりでつくりあげ
ました。当時はまだまき網漁船で働いていたというのだか
ら驚きです。朝、漁から帰り、そのまま家づくり、少し寝
てまた漁に行くという日々を送っていたそう。「現役の時
に家づくりを始めたけど、楽しくて楽しくて、全然苦じゃ
なかったわ、しんどいと思ったことは一度もなかった！い
や～ほんと楽しかったなぁ。」楽しいというワードを連発
する川井さん、当時の話をすると止まりません。人は、好
きなことを話す時こんなにもキラキラと輝くんですね。
　山月庵では、囲炉裏を囲んで鍋をしたり、釣ってきた魚
を焼いて食べたり、地域の方同士の交流が頻繁に行われて
います。それだけでなく、多趣味な川井さんは、一人で本
を読んだり音楽を聞いたりもしているそうですよ。最近は
烏骨鶏を飼い始めたんだとか。そんな川井さんを見て、私
も何歳になっても、没頭できる趣味を見つけ、豊かな人生
を送っていきたいな、と改めて思いました。

先日、実家の猫に
会いました。

6キロ超です（笑）
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西 ノ 島 で 育 ち ま し た
特集：出身者インタビュー企画 （全５回）

たくさんの人に応援してもらった学生プロジェクト。

人とのつながりを大切にデザイナーとして活躍したい。

西ノ島町 浦郷地区出身

笠置　七都望  さん

教室での制作作業中。パソコンを使用し
て制作することが多いです。

Q. 西ノ島で好きな場所は？

浦ノ谷にある通称「年金波止」に
は帰省するたびに出かけていま
す。海を見ながらボーっとする時
間が好きです。

Profi le

2001 年生まれ。京都芸術大学情報デ
ザイン学科 4 年生。2021 年 5 月、大
学の友人らでユニット「ねねね」を
結成し、出雲市にアートスペースを
作るプロジェクトに携わる。まんが
が好き。京都市在住。

Vol.4

卒業制作の途中段階。「記憶」をテーマに
制作しています。
卒業制作の途中段階。「記憶」をテーマに

離れたからこそわかる西ノ島の好きなところ、現在の暮らしのこ
となど、さまざまなことをお話していただきました。
　年齢・住まい・職業の異なる５名の方を隔月でご紹介予定です。
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